
（別紙３）

～ ８年　１月　２１日

（対象者数） 22人 （回答者数）
16人

～ R８年　２月　２１日

（対象者数） 6人 （回答者数）
6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用者さまの理解を深める為に、保護者さまや学校の

先生、支援員間の情報共有に努める

2

困り事や心配事がある時は随時対応に心がける

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

かみす福祉まつりへ参加する

2

ご要望があれば検討していく

3

○事業所名

○保護者評価実施期間
８年　１月　２０日

○保護者評価有効回答数

R８年　１月　２０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R８年　２月　２８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の他のこどもと活動する機会が無い 鹿島特別支援学校での活動を主体としている

保護者さま同士の交流 お仕事や学校行事などでも日々忙しくされているので、

多くの保護者さまに参加いただくのは難しいと思われる

利用者さまに安心感を持って通所していただき、事業所

の支援に満足いただけている

利用者さまの特性を理解し、それぞれに合った関わり方

で支援する

利用者さまの健康や発達の状況について共通理解に努め

ている

モニタリングや送迎時などを通して、保護者さまと情報

確認や伝達を行う

通所時の怪我や体調不良、アクシデントが起こった際は

連絡をする

事業所における自己評価総括表公表


